北病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年11月16日(土)　　　　　司会：松村　裕美　　記録：三浦　育子 
	松村
	木村
	西山
	岩藤
	羽田
	清川
	田口
	秋山
	三浦

	○
	準
	休
	深
	休
	　休
	〇
	年
	○

	横町
	原子
	石橋
	
	
	
	
	
	

	休
	○
	準
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・倉橋　生子様～13：00グループホーム「ほぞの2号館」入所の為、退院となっています。
・巴　勇樹様～10：00～15:00迄で母様の送迎により、ランチ外出に出掛けられています。
・沼端　恵子様～母様と知人来院し、防水シーツ2枚とパジャマ2組持参されています。防水シーツに関しては、現物を確認してから追加を購入しようと考えていたとの事。 次回来院される際に防水シーツの一回り大きなものを購入して持って来るとの事。
・佐々木　淳様～母様の面会あり、飲み物4本と菓子の持ち込みあり。八太郎山への入所申し込みは、近々して行くとの事。本人も施設の見学に連れて行きたいとの事で、日程が決まり次第病棟へ連絡をくれるとの事。
・小笠原　文人様～兄様の面会あり。今後本人の病状と小遣い残金を確認しながら、外部（よこまちストア）での買い物を検討していく事を説明しています。菓
　　子・ジュースの差し入れ受け、本日の買い物はいらないと話していま
す。買い物についてはお兄様も「その方がいいです」と了承されてい
ます。残金13000円程ある為、小遣いの入金はありません。
＜要注目患者様＞

・沼端　恵子様～1：35尿失禁あり、寝具類・衣服等尿汚染にて床まで汚れている為、衣服交換、寝具類も交換しています。夜間水の飲み過ぎに気をつけるように伝えると了承され、不機嫌さはありません。その後は、トイレ覚醒見られており、3：30再入眠されています。日中は、ＳＳＴへは参加されていますが、立ち歩き目立っています。スタッフと一緒に集団へ戻る事は出来ているが、新聞を持って来たり気になる人を指さしたり等、落ち着きなし。介入への拒否はありません。朝食後より水分要求が多く介入に不機嫌さ見られています。11：30母様と知人来院し、防水シーツ2枚とパジャマ2組持参されています。その後より機嫌は良いです。
・山下　幸子様～6：00「何か気分が落ち込んでいる感じがして、生活に代わり映えがないからマンネリ化してるんだと思う」と訴えています。病棟内だけの生活である為、変化を求めるなら付き添いの買い物に同行して散歩等促しています。「散歩は行きたいけど買い物したくなるから、散歩がてら週に1回ジュースを1本買って来るのはだめかな？」と話しており、担当と相談してみるとの事。9：30「青風荘に行くの止めます」と唐突に訴えています。「ある人がデイケアを週1回利用するって聞いたので行きたくありません。同じ場所で過ごすのも嫌です」と訴え、青風荘を断って欲しいと希望。「DVDプレーヤーを買わないと生活に困る」と訴え、お父様からお金を借りて購入したいと訴えています。入所については他の施設も探してみると計画相談員から話があった事を振り返り、他の候補も見てからでも良い事を説明。本人希望の家電については、現状での所持金では購入が難しく、お父様から借金をして購入すると返金が難しくなる事も併せて説明。現状で候補となっている青風荘を拒否するのであれば、次の候補が決まるまで待つ必要があり、本人が焦ってもすぐに見つかるものではない事を再三説明にて納得しています。「DVDプレーヤーは年金が入ってから買う予定にしてもいいけど、買うのに付き添って欲しいことを今日電話しても良い？」と訴えており、明日面会予定としている為、電話しなくても明日面会が来た際に相談するよう促しています。お父様に話をする前に、担当スタッフと金銭面で相談してから購入のプランを検討するよう説明されています。
・角濱　義弘様～昨日は、声掛けにてプログラムへ参加されていますが、「やらなくていいと先生と話し合っています。」と話し、「体調が悪くなった。」と話し帰棟しています。余暇時は、自己流の体操をしたり棟内をウォーキングしています。夜間の睡眠は取れており、6：30スタッフ声掛けにて起床されています。日中は、ＳＳＴへの見学参加を促すと、拒否は無くホールまで来られています。切迫した様子は無く、時間中席に座って参加出来ています。参加の感想としては、「まあ嫌な感じはしなかった」と話されています。他者交流はなく、本を読んだり新聞を読んだりされています。
・成田　富士子様～8：30「私は転院とか退院は出来ないんでしょうか？どうすれば退院が出来ますか？」と訴えています。先生には相談されているのかを確認
退院については、今後の生活の見通しを考えると、まず所持金が不足している・食事の自己管理が不十分である為、単身生活なり施設なり考えるにも、まずは日用品などの節約が必要だと考えている事を説明。その上で、検討が必要な部分は多岐にわたる事を伝えています。転院については、小倉Drにも相談しなくてはいけないが、身体と精神両方の治療を継続できる病院は限られており、本人が以前希望していた病院では精神科治療継続が困難である事を説明。「どうすれば節約ができますか？入院費を減らすって事ですか？」と相談があるが、本人の通帳を確認しながら、現在節約可能な日用品については、担当が検討して本人の金銭管理に当たっている事を説明すると納得されています。

「いつ頃に目処が立ちますか？」と話されるが、外出時の衝動買いの程度により変わることを伝えると、「頑張って見ます」と話しています。転院が現実的ではない事に関しては、納得したと話しています。
・小笠原　文人様～6：30「先生の診察の時にいつも言い忘れるんですが、耳の下あたりから耳鳴りのような音が聞こえるんです。」と話しています。いつ頃から聴こえる様になったのか問うと、「はっきり分からないけど、最近です。前はなかったんですよ。テレビの音とか会話は普通に聞こえるけど、同時に耳鳴りのような音も聞こえていて。これって変ですよね？」と訴えています。日中は、11：30ソファーで過ごすが、1点を見つめながら眼光の鋭さあり。ぼんやりとしている感じやちょっと目つきに違和感を感じたか確認すると、「耳鳴りみたいなのがあって、音が聞こえづらい感じがあるんです。変な見られ方をするのは構わないですが、頭がぼんやりしている感じはあります」と話しています。
＜環境整備状況＞

・病棟内の蜘蛛の巣取りと内側の窓拭きを行っていきます。
